
 

滑走路 

 
白い滑走路の端には 
飛ぶ前の飛行機がいる 
午後の柔らかな陽をうけて 
これからどこにゆくのだろう 
 
最後の別れには無口になって 
ふたりで同じ光景を 
見てたの思い出す 
 
屋上のベンチには 
あの日のような風が吹く 
フェンスの隙間にレンズ出し 
スナップ撮ってる人もいる 
 
それではの言葉だけで別れたけれど 
でも またねとは言えなかった 
二度と帰らぬ人 
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